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１．水循環ビジョン策定の趣旨１．水循環ビジョン策定の趣旨

水は雨が降って地下に浸透し、湧き出して川に流れ、海にたどり着く。そして蒸発し

て雲となり雨が降るというように循環を繰り返しており、その自然のサイクルの中で、

あらゆる生物の命を育むとともに、私たちの生活や産業にとっても必要不可欠な貴重

な資源となっています。

現在の水を取り巻く環境は、都市への人口や産業の集中と都市域の拡大、産業構

造や生活様式の変化、過疎化・高齢化の進行、近年の気象変化等を背景に、局地的

豪雨(１時間降水量５０mm以上)の発生回数が増加したことによる都市型水害の増大、

また平常時の河川流量の減少や水質の悪化等、様々な水問題が顕著になってきてい

ます。

また、国際的には、安全な飲料水と衛生施設の確保、食料生産のための水確保、生

物多様性の維持、洪水や渇水のリスク管理、水資源の効率的な利用と効果的な配分

などが大きな課題と認識されており、議論となっています。

奈良県においても、森林の機能低下や都市化進展に伴う保水力の低下、河川の水

質悪化や豊かな水辺環境の減少、水需要の減少に伴う需給バランスの問題など、

様々な水問題が発生しています。

これらの問題は、降った雨が海にたどり着くまでの自然の水循環が損なわれている

ことに起因しており、その対応を早急に行わなければなりません。

これまでの水行政は、治水対策、水資源対策、農林漁業対策、環境保全対策など、

それぞれの行政分野で対策を講じてきたところですが、水循環という視点で、部局横

断で一体的に取り組むとともに、地域住民、ＮＰＯ等活動団体、企業、行政のそれぞれ

の立場、側面から連携・協働し、環境と共存する持続可能な健全な水循環を構築する

ため、「なら水循環ビジョン」を策定することとしました。

水は雨が降って地下に浸透し、湧き出して川に流れ、海にたどり着く。そして蒸発し

て雲となり雨が降るというように循環を繰り返しており、その自然のサイクルの中で、

あらゆる生物の命を育むとともに、私たちの生活や産業にとっても必要不可欠な貴重

な資源となっています。

現在の水を取り巻く環境は、都市への人口や産業の集中と都市域の拡大、産業構

造や生活様式の変化、過疎化・高齢化の進行、近年の気象変化等を背景に、局地的

豪雨(１時間降水量５０mm以上)の発生回数が増加したことによる都市型水害の増大、

また平常時の河川流量の減少や水質の悪化等、様々な水問題が顕著になってきてい

ます。

また、国際的には、安全な飲料水と衛生施設の確保、食料生産のための水確保、生

物多様性の維持、洪水や渇水のリスク管理、水資源の効率的な利用と効果的な配分

などが大きな課題と認識されており、議論となっています。

奈良県においても、森林の機能低下や都市化進展に伴う保水力の低下、河川の水

質悪化や豊かな水辺環境の減少、水需要の減少に伴う需給バランスの問題など、

様々な水問題が発生しています。

これらの問題は、降った雨が海にたどり着くまでの自然の水循環が損なわれている

ことに起因しており、その対応を早急に行わなければなりません。

これまでの水行政は、治水対策、水資源対策、農林漁業対策、環境保全対策など、

それぞれの行政分野で対策を講じてきたところですが、水循環という視点で、部局横

断で一体的に取り組むとともに、地域住民、ＮＰＯ等活動団体、企業、行政のそれぞれ

の立場、側面から連携・協働し、環境と共存する持続可能な健全な水循環を構築する

ため、「なら水循環ビジョン」を策定することとしました。

水循環をとりまく

多くの問題

水循環をとりまく

多くの問題

河川流量の減少河川流量の減少 水質汚濁水質汚濁
森林の機能低下森林の機能低下

都市化進展による保水力低下都市化進展による保水力低下人口減による水需要の減少人口減による水需要の減少
水辺環境の悪化水辺環境の悪化 健全な水循環構築に向けて水行政の一元化縦割りの打破流域全体の水循環を意識多様な主体が連携・協働
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２．水循環ビジョンの役割２．水循環ビジョンの役割

前項でも述べたとおり、水に関する諸課題は、関連分野として治水、利水、環境、あるい

は土地利用と広範にわたります。それぞれの分野において諸計画が策定されています。

「なら水循環ビジョン」は、水に関する諸計画を策定する際の基礎となるものであり、基本

的方向等を計画の内容として取りまとめたものです。

そこで、各関係者で共有された将来像や基本的方向等を実効あるものにするため、水循

環ビジョンの内容を、利水対策、治水対策、環境保全対策、土地利用対策等、関連分野の

諸計画と連携しながら整合を図っていきます。

利水対策に関連する諸計画

・奈良県長期水需給計画

・県域水道ビジョン

・奈良県営水道“ぷらん２０１９” など

利水対策に関連する諸計画

・奈良県長期水需給計画

・県域水道ビジョン

・奈良県営水道“ぷらん２０１９” など

治水対策に関連する諸計画

・河川整備計画（各水系）

・大和川流域整備計画

・森林づくり並びに林業及び木材産業振興指針 など

治水対策に関連する諸計画

・河川整備計画（各水系）

・大和川流域整備計画

・森林づくり並びに林業及び木材産業振興指針 など

環境保全対策に関連する諸計画

・新奈良県環境総合計画

・奈良県汚水処理総合基本構想

・特定希少野生動植物の保護を推進するための指針 など

環境保全対策に関連する諸計画

・新奈良県環境総合計画

・奈良県汚水処理総合基本構想

・特定希少野生動植物の保護を推進するための指針 など

土地利用対策に関する諸計画

・奈良県国土利用計画

・都市計画区域マスタープラン

・奈良県農業振興地域整備基本方針 など

土地利用対策に関する諸計画

・奈良県国土利用計画

・都市計画区域マスタープラン

・奈良県農業振興地域整備基本方針 など
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③③③③水水水水をきれいにをきれいにをきれいにをきれいに保保保保つつつつ

～～～～水質水質水質水質のののの保持保持保持保持とととと排水排水排水排水のののの浄化浄化浄化浄化～～～～取組方針取組方針取組方針取組方針：：：：大和川水系大和川水系大和川水系大和川水系のののの全国全国全国全国ワーストワーストワーストワースト上位上位上位上位からのからのからのからの脱却脱却脱却脱却紀紀紀紀のののの川川川川、、、、他他他他２２２２水系水系水系水系についてのについてのについてのについての清澄清澄清澄清澄なななな水質水質水質水質のののの維持維持維持維持

①①①①水水水水をををを蓄蓄蓄蓄ええええ、、、、育育育育みみみみ、、、、ゆっくりゆっくりゆっくりゆっくり流流流流すすすす

～～～～保水力保水力保水力保水力のののの向上向上向上向上～～～～取組方針取組方針取組方針取組方針：：：：源流域源流域源流域源流域からからからから下流域下流域下流域下流域までまでまでまで流域全流域全流域全流域全体体体体のののの保水力向上保水力向上保水力向上保水力向上
②②②②水水水水をををを効果的効果的効果的効果的・・・・効率的効率的効率的効率的にににに利用利用利用利用するするするする

～～～～水利用水利用水利用水利用のののの適正化適正化適正化適正化～～～～取組方針取組方針取組方針取組方針：：：：安定的安定的安定的安定的なななな水供給水供給水供給水供給とととと新新新新たなたなたなたな環境環境環境環境ニーズニーズニーズニーズへのへのへのへの対応対応対応対応

④④④④水水水水にににに愛着愛着愛着愛着をををを持持持持ってってってって守守守守りながらりながらりながらりながら使使使使うううう

～～～～地域力地域力地域力地域力によるによるによるによる水循環水循環水循環水循環のののの再生再生再生再生～～～～取組方針取組方針取組方針取組方針：：：：身近身近身近身近なななな里川里川里川里川をををを流域住民流域住民流域住民流域住民とのとのとのとの協働協働協働協働でででで再生再生再生再生

３．水循環ビジョンにおける４つの基本目標３．水循環ビジョンにおける４つの基本目標

水をとりまく現状と課題に対し、水循環の視点で流域全体で取り組むべき対応策を

検討したうえで、４つの基本目標を設定しました。

−３−

一人一人が水に関心を持ち、身近な水辺を再生させる仕組みづくりに取り組む・水質の悪化・豊かな水辺空間の喪失・環境への関心の高まり環境

安定的な水供給を維持するとともに、新たなニーズへの対応を進める・人口減による水需要の減少・農地の減少や営農形態の変更に伴う水利用の変化・新たなニーズ（環境用水等）利水

水循環の基本原則に立ち返り、流域全体の保水力を向上させる取り組みを進める・森林の機能低下・農地の減少・都市における不浸透面積の増大治水

対応策現状と課題分野



大和川水系大和川水系大和川水系大和川水系＜自然特性＞●年間降水量が少ない●流域のうち山林の占める割合が４０％と小さい＜社会特性＞●県土面積の２割であるが、県人口の９割が居住し、資産も集中●高度経済成長期以降、住宅開発の進展により人口が急増＜流域の特徴・課題＞●各支流が四周から集まる車軸上の流域で、堆積作用により天井川を呈している●平野内に小規模なため池が多い●「吉野川分水」が昭和４８年より本格通水●人口増も相まって、水道用水についても、自己流域では水源を賄えないため、紀の川・淀川水系からの導水により需給バランスをとっている●都市化の進展に伴い、農地・ため池が減少し、保水力が低下●開発・人口増に伴い、大和川の水質が悪化●放置人工林が増加し、森林の機能低下が懸念される 紀紀紀紀のののの川水系川水系川水系川水系＜自然特性＞●源流域は全国有数の多雨地域●流域の８２％が山林＜社会特性＞●産業は林業が主体であるが、木材価格の下落等により、林業経営は厳しい状況●五條・西吉野地域では国営総合農地開発により柿の産地を形成＜流域の特徴・課題＞●大和・紀伊平野の水源として、十津川・紀の川総合開発により、大迫、津風呂ダムを建設●昭和34年の伊勢湾台風での甚大な被害を契機に大滝ダムが計画され、洪水調節の他、大和・紀伊平野の水道用水・工業用水の供給、発電などを目的として現在国交省により建設中●放置人工林が増加し、森林の機能低下が懸念される●近年、アユの漁獲量が減少

淀川水系淀川水系淀川水系淀川水系＜自然特性＞●流域の大半が高原状の地形●降水量は全国平均と同程度●流域の７４％が山林＜社会特性＞●国営総合農地開発により、優良農地を開発、大和高原北部地域では茶、南部地域では高原野菜の産地を形成●多くのゴルフ場開発＜流域の特徴・課題＞●大和平野の水源として、国交省、水資源機構による室生ダムの建設●生活排水流入により、水源地の水質が悪化●放置人工林が増加し、森林の機能低下が懸念される
新宮川水系新宮川水系新宮川水系新宮川水系＜自然特性＞●源流域は全国有数の多雨地域●流域の９５％が山林＜社会特性＞●産業は林業が主体であるが、木材価格の下落等により、林業経営は厳しい状況●過去から開発はほとんど行われておらず、土地利用の変化はあまり見られない＜流域の特徴・課題＞●豊富な水量を利用した水力発電が行われ、水利用の９７％は発電用水●紀の川へかんがい用水（和歌山県）を供給するため、十津川・紀の川総合開発により、猿谷ダムを建設●人工林とともに、天然林でも森林の機能低下が懸念される

４−１ 奈良県内４水系の概要４−１ 奈良県内４水系の概要

奈良県は近畿地方のほぼ中央に位置し、海岸に接しない内陸県で、地形、地質上から見ると吉

野川に沿って走る中央構造線により、北部低地と南部吉野山地とに大別できます。

奈良県は、北部低地域を流域に持ち大和平野から大阪湾に注ぐ大和川水系、東部高原地帯か

ら木津川を経て淀川に注ぐ淀川水系、大台ヶ原から県中央部を西流し和歌山県を経て紀伊水道

に注ぐ紀の川（吉野川）水系、 南部山岳地帯を南流し熊野灘に注ぐ新宮川水系の４つの水系に

大別されます。これらはすべて一級河川の水系であり、県が管理する一級河川は全部で358河川

になります。

４．奈良県の水をとりまく現状４．奈良県の水をとりまく現状

−４−



奈良県の気候は、地形と同様に、北部と南部で大きく異なります。

北部地帯は、一般に温暖小雨であり、平均気温は15℃前後、年間降水量は1,200～

1,300mm程度となっています。特に、周囲を山に囲まれた奈良盆地では、夏は暑く、冬は寒さ

の厳しい典型的な盆地気候です。東側の大和高原・宇陀山地などの山岳地帯では、平均気

温は13℃前後と低く、年間降水量は1,600～1,800㎜程度となっています。

南部地帯を占める五條・吉野地域のうち、紀伊山地は山岳性気候であり、平均気温は10℃

前後と低く、全国的にも屈指の多雨地帯となっています。中でも、三重県との境に位置する大

台ケ原一帯は、年間降水量4,000㎜を越え、鹿児島県屋久島などとともに、わが国の最多雨

地帯となっています。また、最南端に近づくにつれて、太平洋の影響を受け、平均気温も北部

地帯にほぼ近くなり、比較的温暖な多雨地帯となっています。

また、過去20年間の年間降水量の推移を見ると、年により変動があるものの、近年は少雨

化傾向にあります。

４−２ 奈良県の気候
４−２ 奈良県の気候

050100150200
250300350400

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月
月間降水量

紀の川水系（大迫ダム） 淀川水系（室生ダム）

主な水源地における月別降水量（過去10ヶ年平均） 県資源調整課調べ

05001,0001,5002,0002,5003,0003,5004,000

Ｓ６３ Ｈ元 Ｈ２ Ｈ３ Ｈ４ Ｈ５ Ｈ６ Ｈ７ Ｈ８ Ｈ９ Ｈ１０ Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０大和川水系（奈良地方気象台） 紀の川水系（大迫ダム）淀川水系（室生ダム） 新宮川水系（風屋）

新宮川水系（風屋） 紀の川水系（大迫ダム）
大和川水系（奈良地方気象台）淀川水系（室生ダム）

水系別過去２０年間の年間降水量の推移 県資源調整課調べ

−５−



４−３ 奈良の水の歴史と大和平野における水利用の実態
４−３ 奈良の水の歴史と大和平野における水利用の実態

人口・資産が集中する大和平野の水需要を満たすために、紀の川水系や淀川水系における水源開発により必要水量を確保して、 需給バランスをとっている。人口・資産が集中する大和平野の水需要を満たすために、紀の川水系や淀川水系における水源開発により必要水量を確保して、 需給バランスをとっている。

＜＜＜＜奈良奈良奈良奈良のののの水水水水のののの歴史歴史歴史歴史＞＞＞＞大和川水系は、水源となる山地が浅いため水量が乏しく、降雨量 が少ないことも重なって、古代以来、水不足に悩まされてきました。そこで人々は、川の水を有効に使うため川に堰をもうけ、多くのため池を築き、さらに井戸を掘って水を確保し、農業用水、あるいは生活用水に利用してきました。奈良県には、大和川のほかに、淀川水系の宇陀川(木津川)、南部の紀の川（吉野川）、熊野川などがあります。これらの川は水量が豊富ですが、ここから流れ出る水が県内で利用されることは少なく、主に他府県の水源となっていました。長い間、水不足に苦しんできた大和平野の人々は、今から300年前の元禄時代、吉野川の水を引きこんで水不足を補おうと考えました。以来、吉野川或いは宇陀川の水を大和平野に導くという計画は何度も立てられましたが、いずれも実現には至りませんでした。その後、昭和22年「十津川・紀の川総合開発事業」により、吉野川上流に津風呂ダム・大迫ダムを、十津川に猿谷ダムを建設し、吉野川から大和平野へ、十津川から吉野川へと、２つの流域変更により導水し、農業用水・水道用水として利用しようとする計画がたてられました。下流の和歌山県と何度も協議を重ねた結果、昭和25年、長年の夢であった吉野川分水事業が実現しました。一方、宇陀川については、淀川流域の洪水を防ぎ、多目的な水利用を行うために「木津川上流総合開発計画」が策定されました。これに基づき昭和49年に室生ダムが完成し、県営水道の水源となり、宇陀川からの大和平野への送水が実現しました。また、比奈知ダム、布目ダムを水源とする水道用水は奈良市へ供給されています。

大和平野における水利用模式図

−６−



４−４ 奈良県人口と市町村水道給水量の推移
４−４ 奈良県人口と市町村水道給水量の推移

【人口】奈良県人口、水道普及人口はH12年をピークに減少傾向にあります。【市町村水道給水量】人口同様、日最大給水量はH7年、日平均給水量はH12年をピークに給水量も減少傾向にあります。
奈良県の人口と給水量の推移

163 291 425 483 604 631 657 637 591 573
115 165 315 372 438 492 521 523 495 48483 92 109 122 131 138 143 144 142 141
60 77 94 113 124 133 139 141 140 139

02004006008001,000

Ｓ40 Ｓ45 Ｓ50 Ｓ55 Ｓ60 Ｈ2 Ｈ7 Ｈ12 Ｈ17 Ｈ19
給水量(千m3/日) 050

100150
人口（万人）

日最大給水量 日平均給水量 奈良県人口 水道普及人口奈良県長期水需給計画（H22年6月）変更で、今後大滝ダム（H24年完成予定）、十津川紀の川２期事業（H25年完成予定）が供用開始されれば、10年あるいは20年に一度発生すると予測される渇水時においても、安定的に水道水を供給することが可能となると予測しています。今後、更なる人口減少が進み、需給バランスに余裕が生じることが予想されることから、水資源の有効活用について検討する必要があります。

県水受水２４市町村（宇陀市含む）における上水道の水利用(Ｈ１９年度実績）については、自己流域（地下水等）の供給比率は２４％、他水系である紀の川水系の水源から３２％、淀川水系の水源から４４％を導水し、供給しています。

県営水道受水市町村の上水道水源内訳（平成19年度版 奈良県水道概要より） 吉野川分水受益地の水利用の変化（国営大和紀伊平野土地改良事業計画より）

吉野川分水の受益地では必要水量の約５０％を分水により補給しています。また、農地面積の減少により、農業用水の利用量は減少傾向にあります。

−７−

（奈良県の水道概要より）

56,400 53,54012,00016,000 16,90019,560 23,16031,970123,930 105,600
050,000100,000150,000

１期 現在
利用量（千m3/年
）

吉野川分水 ため池 河川 雨水 合計46% 13%
16%26%

51% 11%16%22%
S49計画 H7計画淀川20344%

紀の川14732% 419% 7215%
12026%8318%

14732% 県水23050% 市町村23350%大和川11324%大迫ダム津風呂ダム

室生ダム 比奈知ダム布目ダム等
(奈良市)

天理ダム初瀬ダム等地下水463千m3/日



流域全体で

保水力保水力保水力保水力、、、、かんかんかんかん養機能養機能養機能養機能がががが低下低下低下低下

降雨時の流出が増大することにより

浸水被害浸水被害浸水被害浸水被害のののの増加増加増加増加

平常時平常時平常時平常時のののの河川流況悪化河川流況悪化河川流況悪化河川流況悪化

手入れの遅れた放置林が増加し、森林の持つ土砂流出防止機能、水源かん養機能が低下 手入れの遅れた人工林（五條市大塔町地内）
２２２２．．．．農村地域農村地域農村地域農村地域水田の減少、耕作放棄地の増大、ため池の改廃・遊休化により、農業による洪水防止、土砂崩壊防止、河川流況の安定、 地下水かん養など多面的機能が低下

１１１１．．．．森林地域森林地域森林地域森林地域

流域流域流域流域をををを取取取取りりりり巻巻巻巻くくくく現状現状現状現状

流域の市街化で保水機能が低下する大和川流域393628 172027 393940 4450% 20% 40% 60% 80% 100%平成１９年平成４年昭和４７年宅地・道路・その他市街地等 農用地 森林・原野 水面・河川・水路奈良県国土利用計画(第４次)より※大和平野地域24市町村単位で算出
流域の市街化で保水機能が低下する大和川流域393628 172027 393940 4450% 20% 40% 60% 80% 100%平成１９年平成４年昭和４７年宅地・道路・その他市街地等 農用地 森林・原野 水面・河川・水路奈良県国土利用計画(第４次)より※大和平野地域24市町村単位で算出

水水水水をををを蓄蓄蓄蓄ええええ、、、、育育育育みみみみ、、、、ゆっくりゆっくりゆっくりゆっくり流流流流すすすす

①①①① 保水力保水力保水力保水力のののの向上向上向上向上

目指目指目指目指すすすす姿姿姿姿

取組方針・・・流域全体流域全体流域全体流域全体のののの保水力向上保水力向上保水力向上保水力向上

５．取組の展開方向５．取組の展開方向

大和川 安堵町河合町曽我川飛鳥川 大和川 安堵町河合町曽我川飛鳥川平成11年8月豪雨による浸水状況平成19年7月豪雨による浸水状況（大和高田市築山付近）
−８−

ため池数が減少する大和川流域9,571 4,535 4,13810,46702,0004,0006,0008,00010,00012,000
Ｓ２８ Ｓ４９ Ｈ７ Ｈ２１

（箇所）
奈良県耕地課調べ

市街地の拡大、舗装等による表面被覆などにより都市における保水力が低下し、豪雨による浸水被害が頻発
３３３３．．．．都市地域都市地域都市地域都市地域



目目目目 標標標標

【【【【森林地域森林地域森林地域森林地域】】】】

◆◆◆◆森林森林森林森林のののの保水機能保水機能保水機能保水機能のののの維持維持維持維持・・・・回復回復回復回復・「森林づくり並びに林業及び木材産業振興条例」に基づき、重視すべき機能に応じた森林の区分を実施し、区分に応じた森林の整備・保全を図る
【【【【都市都市都市都市・・・・農村地域農村地域農村地域農村地域】】】】

◆◆◆◆ためためためため池池池池のののの多面的活用多面的活用多面的活用多面的活用・ため池条例を制定し、平成23年度以降、更なるため池の治水、親水、環境の多面的活用を図る
◆◆◆◆流域対策流域対策流域対策流域対策のののの促進促進促進促進・浸水常襲地域をモデル地域とし、上下流市町村・県が連携した効率的、効果的な流域対策を検討(平成22年度)・大和川流域 総合治水対策の見直しを行い、 更なる流域対策を推進(平成23年度)

具具具具 体体体体 的的的的 なななな 取取取取 組組組組

○○○○機能機能機能機能にににに応応応応じてじてじてじて「「「「木材生産林木材生産林木材生産林木材生産林」」」」とととと「「「「環境保全林環境保全林環境保全林環境保全林」」」」にににに森林森林森林森林をををを区分区分区分区分・木材生産林定期的な間伐等の適切な森林整備を実施し、保水機能を維持・環境保全林放置人工林、生育が不良な人工林については、強度間伐等による針広混交林への誘導等を実施し、保水機能を回復
→→→→区分区分区分区分にににに応応応応じたじたじたじた適切適切適切適切なななな森林森林森林森林のののの整備整備整備整備・・・・保全保全保全保全をををを推進推進推進推進

雨水をより多面的に貯める対策を更に進めるとともにため池や農地の保全と活用を推進
○○○○流域対策流域対策流域対策流域対策ののののモデルモデルモデルモデル的推進及的推進及的推進及的推進及びびびび情報提供情報提供情報提供情報提供（（（（見見見見えるえるえるえる化化化化）））） のののの推進推進推進推進・雨水貯留浸透施設やため池の治水利用など浸水被害軽減に寄与する流域対策の検討、実施・市町村への流域対策の必要性、効果等を発信
○○○○ためためためため池池池池のののの保全保全保全保全とととと活用活用活用活用・ため池の治水、親水、環境の多面的活用を図る→ため池条例の制定
○○○○農地農地農地農地のののの保全保全保全保全とととと活用活用活用活用・適正な土地利用の推進・農地の遊水池利用の検討 （ため池の治水利用・荒池）

（透水性舗装・斑鳩町役場）

森林森林森林森林のののの保水機能保水機能保水機能保水機能のののの維持維持維持維持・・・・回復回復回復回復

都市都市都市都市・・・・農村農村農村農村におけるにおけるにおけるにおける保水力向上保水力向上保水力向上保水力向上

木材生産林（川上村枌尾地内）
環境保全林(広葉樹型）（生駒市）

−９−



・農地面積減少に伴う水需要の減少・営農形態の変更に伴う水利用の変化（ため池温存傾向）・高齢化・兼業化に伴う管理体制の脆弱化・水利施設の更新、維持管理にともなう負担増
大和平野の農地面積と分水取水量（実績）の変化

42,424 45,728 54,938 41,065 51,263 55,037 53,489 56,101
21,388 19,935 18,757 17,505 15,845 15,128 14,586 14,506256,000 244,000 235,000 224,000 211,000 205,000 200,000 199,00005,00010,00015,00020,00025,000
Ｓ５０ Ｓ５５ Ｓ６０ Ｈ２ Ｈ７ Ｈ１２ Ｈ１７ Ｈ１９

農地面積　（㌶） 050,000100,000150,000200,000250,000300,000350,000400,000 用水取水量　（千㌧/年）吉野川分水取水量 その他 農地面積※その他の取水量は推定

県内県内県内県内農業用水農業用水農業用水農業用水のののの現状現状現状現状

○ 平成25年度から大滝ダム稼働→水源確保に目途が立った○ 井戸は減少傾向水源水源水源水源

（（（（川川川川････井戸井戸井戸井戸））））

県内水道県内水道県内水道県内水道のののの現状現状現状現状

水需要水需要水需要水需要はははは減少傾向減少傾向減少傾向減少傾向要因：人口減少・節水機器普及 等年度別給水量（上水道）
04080120160

200
S45 S55 H2 H10 H12 H14 H16 H18 H20

年間給水量（百万㎥） 全体量県水量186 16785 81

○ 料金は７７７～２，８２０円/10㎥と、格差が大きい○ 平均料金は１，７３８円/10㎥で、全国平均(1,487円/10㎥)より高い水道料金水道料金水道料金水道料金

○ 更新等の投資が低調、老朽化が進めば、一時期に投資が集中○ 市町村の償却対象資産は３３百億円○ 県営水道の更新等への投資は全国平均並施設施設施設施設のののの更新等更新等更新等更新等

○ 職員一人当たりの配水量は全国平均以下⇒ 非効率な運営体制（小規模事業体の存在）業務体制業務体制業務体制業務体制

全国平均より高い市町村数 (団体/28)平均最低最高 全国
1,487

3,255

777 335

奈良県
19

上水道の家庭用料金１０㎥単価　(円)
68%

うち県水受水
1,755

2,820

976

1,738

2,820

水水水水をををを効果的効果的効果的効果的・・・・効率的効率的効率的効率的にににに利用利用利用利用するするするする

目指目指目指目指すすすす姿姿姿姿

取組方針・・・安定的安定的安定的安定的なななな水供給水供給水供給水供給とととと新新新新たなたなたなたな環境環境環境環境ニーズニーズニーズニーズへのへのへのへの対応対応対応対応

②②②②水利用水利用水利用水利用のののの適正化適正化適正化適正化

−１０−



農業用水農業用水農業用水農業用水のののの多面的効果発揮多面的効果発揮多面的効果発揮多面的効果発揮にににに向向向向けけけけ、、、、

用水用水用水用水のののの他目的利用他目的利用他目的利用他目的利用についてについてについてについて検討検討検討検討しししし、、、、県内各地県内各地県内各地県内各地でででで展開展開展開展開

【【【【事例事例事例事例】】】】こもこもこもこもがわがわがわがわ菰川環境用水導入菰川環境用水導入菰川環境用水導入菰川環境用水導入のののの社会実験社会実験社会実験社会実験→佐保川から取水された農業用水を環境用水として有効活用。導水管による菰川への導水。水質、水量への効果を検証。
既存施設既存施設既存施設既存施設（（（（ためためためため池池池池・・・・水路水路水路水路））））をををを有効活用有効活用有効活用有効活用しししし、、、、水質改善水質改善水質改善水質改善やややや親水性向上親水性向上親水性向上親水性向上などをなどをなどをなどを目的目的目的目的としとしとしとし

たたたた環境用水環境用水環境用水環境用水のののの導入導入導入導入をををを検討検討検討検討。。。。

施設管理者施設管理者施設管理者施設管理者、、、、利水者利水者利水者利水者、、、、地域住民地域住民地域住民地域住民などなどなどなど関係者関係者関係者関係者とのとのとのとの調整調整調整調整・・・・合意合意合意合意をををを図図図図るるるる。。。。

県県県県、、、、市町村市町村市町村市町村がががが広域的広域的広域的広域的なななな観点観点観点観点にににに立立立立ったったったった利水利水利水利水システムシステムシステムシステムのののの合理化合理化合理化合理化

・・・・ 県域水道県域水道県域水道県域水道ビジョンビジョンビジョンビジョンのののの策定策定策定策定 （（（（平成平成平成平成23年度年度年度年度））））※※※※県域水道→県営水道と市町村水道の総称
・・・・ 県営水道長期計画県営水道長期計画県営水道長期計画県営水道長期計画（（（（奈良県営水道奈良県営水道奈良県営水道奈良県営水道“ぷらんぷらんぷらんぷらん２０１９２０１９２０１９２０１９”））））のののの策定策定策定策定

（（（（平成平成平成平成22年度年度年度年度））））

○○○○ 水源水源水源水源のののの適正利用適正利用適正利用適正利用

○○○○ 施設投資施設投資施設投資施設投資（（（（更新等更新等更新等更新等））））のののの最適化最適化最適化最適化

○○○○ 水道料金水道料金水道料金水道料金のののの見直見直見直見直しししし（（（（格差格差格差格差・・・・体系体系体系体系））））

○○○○ 業務業務業務業務のののの効率化効率化効率化効率化

○○○○ 新新新新たなたなたなたなニーズニーズニーズニーズ（（（（工業用水工業用水工業用水工業用水・・・・環境用水環境用水環境用水環境用水））））のののの検討検討検討検討県営水道と市町村水道⇒補完・競合から連携の時代へ〔参考：県内事業体の実例〕浄水場老朽化により更新検討 ⇒ 更新を止め県水受水に転換浄水場規模：年間３５万㎥給水更新事業費：16億円 では給水原価（浄水場出口での原価）は225円/㎥ ＞ 140円/㎥（県水受水単価）

水道水水道水水道水水道水

農業用水農業用水農業用水農業用水

着眼点着眼点着眼点着眼点

安全・廉価・安定的な水道の供給の持続

目目目目 標標標標

具体的具体的具体的具体的なななな取組取組取組取組

農業用水の他目的利用の検討

菰川放水路直下流現況
−１１−

目目目目 標標標標

具体的具体的具体的具体的なななな取組取組取組取組



ＢＯＤ値の推移0246810121416 S61 62 63 H1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20年度平均ＢＯＤ 大和川 紀の川
県内県内県内県内水質水質水質水質のののの現状現状現状現状

大和川の水質は年々改善されているが、ワーストランキング上位からの脱却には

さらなる集中的な取組が必要

支川別に見ると、水質改善の進んでいない河川があり、支川毎、市町村毎の取組

を進めていく必要がある

水水水水をきれいにをきれいにをきれいにをきれいに保保保保つつつつ
目指目指目指目指すすすす姿姿姿姿

取組方針・・・大和川水系大和川水系大和川水系大和川水系のののの全国全国全国全国ワーストワーストワーストワースト上位上位上位上位からのからのからのからの脱却脱却脱却脱却

紀紀紀紀のののの川川川川、、、、他他他他２２２２水系水系水系水系についてのについてのについてのについての清澄清澄清澄清澄なななな水質水質水質水質のののの維持維持維持維持

③③③③ 水質水質水質水質のののの保持保持保持保持とととと排水排水排水排水のののの浄化浄化浄化浄化

生活排水を川へ流している人の割合

0%10%20%30%40%
50%60%70%80%90%
100%

滝川 菩提川 岩井川 富雄川 佐保川 布留川 菰川 地蔵院川 秋篠川 葛下川 岡崎川 飛鳥川 寺川 高田川 初瀬川 曽我川 竜田川 信貴川 土庫川 葛城川 三代川
率（％）

下水以外の汚水処理施設につないでいる人の割合下水につないでいる人の割合生活排水を川へ流している人の割合
45%30%15%

−１２−

大和川ワーストの変遷1 位2 位3 位 年S47S47S47S47 H20H20H20H20S55S55S55S55



○○○○大和川清流復活大和川清流復活大和川清流復活大和川清流復活ネットワークネットワークネットワークネットワークのののの取組取組取組取組

・国土交通省、県、流域２３市町村、民間（地域活動団体、ＮＰＯ、企業等）により構成

・大和川清流復活ネットワークによる総合的な水質改善の実施

・３つの基本方針に基づき水質改善を推進

①支川毎、市町村毎の現状の徹底分析ときめ細かな対策の実施

②県民への情報発信による「水質課題の見える化」

③地域活動団体やＮＰＯ等の民間団体との協働

○○○○地域地域地域地域ぐるみのぐるみのぐるみのぐるみの生活排水対策生活排水対策生活排水対策生活排水対策

・生活排水対策の推進

・廃油回収システムの構築

排水排水排水排水のののの浄化浄化浄化浄化（（（（汚汚汚汚したしたしたした水水水水をきれいにしてをきれいにしてをきれいにしてをきれいにして流流流流すすすす））））

○○○○単独浄化槽単独浄化槽単独浄化槽単独浄化槽のののの撤去撤去撤去撤去→→→→下水道下水道下水道下水道のののの整備整備整備整備、、、、合併浄化槽合併浄化槽合併浄化槽合併浄化槽のののの設置促進設置促進設置促進設置促進

○○○○ポスティングポスティングポスティングポスティングによるによるによるによる重点的重点的重点的重点的なななな啓発啓発啓発啓発

(合併浄化槽への転換、

浄化槽の適正な維持管理の推進)

・Ｈ２１年度：吉野川流域

・Ｈ２２年度：吉野川、室生川流域

水質水質水質水質のののの保持保持保持保持（（（（水水水水をををを汚汚汚汚さないさないさないさない））））

◆◆◆◆ 大和川水系大和川水系大和川水系大和川水系のののの全国全国全国全国ワーストワーストワーストワースト上位上位上位上位((((１１１１～～～～５５５５位位位位))))からのからのからのからの脱却脱却脱却脱却

◆◆◆◆ 汚水処理人口普及率汚水処理人口普及率汚水処理人口普及率汚水処理人口普及率 平成平成平成平成３４３４３４３４年度年度年度年度 ９５９５９５９５％％％％

（実 績：平成２０年度 ８３％）

スーパー等回収スポット廃食油回収廃食油回収廃食油回収廃食油回収・・・・利用利用利用利用イメージイメージイメージイメージ図図図図障害者福祉施設（精 製）家庭 市町村ごみ収集車・バス等スーパー等回収スポット廃食油回収廃食油回収廃食油回収廃食油回収・・・・利用利用利用利用イメージイメージイメージイメージ図図図図障害者福祉施設（精 製）家庭 市町村ごみ収集車・バス等
アクリルタワシの利用啓発等小学校等への出前講座・施設見学

目目目目 標標標標

具具具具 体体体体 的的的的 なななな 取取取取 組組組組

−１３−



県内県内県内県内のののの現状現状現状現状

生活生活生活生活にににに密着密着密着密着してしてしてして守守守守りりりり続続続続けてきたけてきたけてきたけてきた身近身近身近身近なななな川川川川

漁撈(吉野川やな漁） 遊び(飛鳥川）舟運(吉野川筏流し）過去過去過去過去

効率性、安全性、利便性を追求した水路整備三面張り水路、ネットフェンス、暗渠化 都市の水需要増大への対応や治水対策によるダム開発

社会経済情勢の変化

都市型生活スタイルへの変化

豊豊豊豊かなかなかなかな水辺空間水辺空間水辺空間水辺空間のののの喪失喪失喪失喪失・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・暮暮暮暮らしのらしのらしのらしの中中中中でででで、、、、近近近近いいいい水水水水からからからから遠遠遠遠いいいい水水水水へへへへ

現在現在現在現在

人人人人のののの心心心心とととと水水水水とのとのとのとの距離距離距離距離をををを隔隔隔隔てるてるてるてる要因要因要因要因

～～～～水辺環境水辺環境水辺環境水辺環境のののの変化変化変化変化～～～～

水水水水にににに愛着愛着愛着愛着をををを持持持持ってってってって守守守守りながらりながらりながらりながら使使使使うううう

～～～～里川里川里川里川のののの再生再生再生再生～～～～

目指目指目指目指すすすす姿姿姿姿

取組方針・・・身近身近身近身近なななな里川里川里川里川をををを流域住民流域住民流域住民流域住民とととと協働協働協働協働でででで再生再生再生再生

④④④④ 地域力地域力地域力地域力によるによるによるによる水循環水循環水循環水循環のののの再生再生再生再生

※里川とは、人々の暮らしに根付く、身の回りの水辺。川以外に、農業用水路、ため池、水田、里山の湧水なども含む。
−１４−



◆◆◆◆アダプトアダプトアダプトアダプト制度制度制度制度のののの推進推進推進推進地域が育む川づくり事業への加入促進（H22.1末現在２２団体）を図ると共に、草花の植栽への対応等、制度拡充を検討
◆◆◆◆地域地域地域地域ぐるみのぐるみのぐるみのぐるみの農地農地農地農地・・・・水水水水・・・・環境保全向上対策環境保全向上対策環境保全向上対策環境保全向上対策によるによるによるによる

共同活動共同活動共同活動共同活動のののの質的向上質的向上質的向上質的向上とととと取組取組取組取組のののの拡大拡大拡大拡大（平成21年度 141団体）
◆◆◆◆各水系各水系各水系各水系においてにおいてにおいてにおいて、、、、流域流域流域流域ネットワークネットワークネットワークネットワーク協議会協議会協議会協議会のののの設置設置設置設置をををを検討検討検討検討（大和川水系は、支川単位での流域ネットワークモデル地区を設置）
里川里川里川里川のののの再生再生再生再生

流域流域流域流域ネットワークネットワークネットワークネットワークによるによるによるによる水循環再生水循環再生水循環再生水循環再生

○○○○守水守水守水守水によるによるによるによる里川里川里川里川づくりづくりづくりづくり

・・・・地域地域地域地域がががが育育育育むむむむ川川川川づくりづくりづくりづくり事業事業事業事業・地域主体で河川の清掃や草刈り、植栽
・・・・水生生物水生生物水生生物水生生物(ホタルホタルホタルホタル)をををを通通通通じてのじてのじてのじての環境啓発環境啓発環境啓発環境啓発

・・・・「「「「奈良県山奈良県山奈良県山奈良県山のののの日日日日・・・・川川川川のののの日日日日」」」」をををを通通通通じてのじてのじてのじての啓発啓発啓発啓発

○○○○地域住民一体地域住民一体地域住民一体地域住民一体のののの農地農地農地農地、、、、水利施設水利施設水利施設水利施設のののの保全管理保全管理保全管理保全管理・景観保全、生態系保全、水質保全に関する活動

佐保川河川清掃佐保川河川清掃佐保川河川清掃佐保川河川清掃

流域流域流域流域ネットワークネットワークネットワークネットワークのののの連携連携連携連携イメージイメージイメージイメージ
○○○○流域流域流域流域ネットワークネットワークネットワークネットワーク設置設置設置設置のののの検討検討検討検討

・・・・大和川水系大和川水系大和川水系大和川水系・流域特性や水質改善の視点から、支川単位で設置検討
・・・・紀紀紀紀のののの川川川川(吉野川吉野川吉野川吉野川)水系水系水系水系 他他他他２２２２水系水系水系水系・吉野川清流対策の実施・流域全体で上下流交流を主体に、他府県との連携を視野に設置検討

用水路用水路用水路用水路のののの泥上泥上泥上泥上げげげげ
NPO等既存の活動団体農地・水協議会 地域住民 民間企業

流域市町村奈良県
(関係府県）流域ネットワーク協議会

目目目目 標標標標

具具具具 体体体体 的的的的 なななな 取取取取 組組組組
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佐保川河川清掃佐保川河川清掃佐保川河川清掃佐保川河川清掃


